
鯛生金山 

 

  施設管理者   ：中津江村 

  施設所在地   ：大分県日田市 

  調査見学時期  ：平成 24 年 9 月 20 日（木） 

  施設概要 

この金山は、金鉱石が発見されたのが明治 27 年。以来、昭和 47 年に閉山されるまで

約 80 年間採鉱されてきた歴史的な産業遺産でもあります。昭和初期、全盛期の鯛生金

山坑道の総延長は 110km、地下 500m にも達する竪坑が 5 本も掘られ、東洋一の金産出

量、従事者 3000 人を抱える大金山でした。 

この金山の中へ踏み入ると当時の採鉱の有り様が、良く解りました。立坑を上下する

巻き上げ機は、200 馬力でその速度は、驚くことに毎分 300m であり、まさに高速エレ

ベータのようでした。（ＧＥＣニュース第２７８号より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200 馬力立坑巻上機                深さ 500ｍの立坑 
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